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コンクリ ー トの

健康診断も
お忘れなく
コンクリートだって歳をとる。
だから定期的な‘‘健康診断’'が大切。
無線を使う構造物診断技術なら
容易にコンクリート内部の
健全性を確認できます。
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令

ぃづまでも健康で若々しく…。
それはコンクリートも同じこと。
様々な原因による劣化に、
最適な材料と工法でコンクリートの
アンチエイジングをサポートします。
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工
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需
要
が
期
待
さ
れ
る

ム

と
と
も
に 、
硫
化
水
素
に
よ

た

る
劣
化
だ
け
で
な
く 、
有
機

査

酸
や
高
濃
度
炭
酸
な
ど
に
よ

蓄

る
劣
化
や
複
合
劣
化
な
ど
に

体

対
応
し
た
エ
法が
材
料
の
開

留

発・
提
案
や
診
断
な
ど
も
求

度

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る 。
既
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設
の
防
食
被
覆
層
の
調
査・

計

診
断
を
行
う
た
め
の
人
材
育

マ

成
も
必
要
に
な
る
だ
ろ
う 。

＿
本

協
会
と
し
て
も
診
断
を
行
う

一
を

技
術
者
向
け
の
資
格
制
度
の

と

創
設
も
検
討
し
た
い 。
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既
設
施
設
の
防
食
丁
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活

防
食
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新
工

事籾
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心
と
な

達

る
な
か
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新
築
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場
合
と

歩
掛
が
同
じ
に
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っ

て
い
る

こ
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が
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題
と
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っ

て
い

ー

る 。
既
設
施
設
の
場
合 、
新

葺

設
と
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べ
て
施
工
環
境
が
悪

行
り

く 、
技
術
力
や
手
間
が
必
要

）
寄

に
な
る 。
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0
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月
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ウ

リ
ー
ト
防
食
工
事
糠
算
資

荼
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を
協
会
独
自
で
作
成

そ

し 、
公
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し
て
い
る 。
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積

箱

算
資
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は
修
辮・
改
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補

介
の

修
工
法
の
ガ
イ
ド

ブ
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ク

涵
格

（
仮
称）
に
掲
載
す
る
と
と

極

も
に
下
水
道
震
で
の
プ
レ
ゼ

醤

ン
テ
ー

シ
ョ

ン
な
ど
で
も
紹

屡

介
し
た
い
と
考
え
て
い
る 。
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引
き
続
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力
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「JERコンクリ ー ト補改修協会」の前身にあたる「JER認定施工協会」は、コンクリ ー ト防食に携わる施工会社、材料製造
会社による技術開発、技術研修会や専門技術者の育成等の活動を重ねてきました。これを継承しつつ、コンクリー ト防
食で長年培われたコンクリ ー ト構造物の補改修技術や対策実施の経験を活かし、農業用水路、橋梁施設等の社会資
本ストックにみられる各種コンクリ ー ト構造物の長寿命化対策への活動にも今後積極的に取り組み、社会貢献を果た
していく協会団体へと転身していく為、平成28年6月に「JERコンクリ ー ト補改修協会」と改名しました。同時に、協会内
に分科会「管路部会」を発足し、下水道管路施設の長寿命化対策にも対応いたします。

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
防
食
技

士」
は
防
食
工
事
の
品
黄
管

理
を
担
当
す
る
専
門
技
術
者

資
格
で
あ
り 、
現
在
の
取
得

者
は
約
1
0
0
0
人
に
上
っ

て
い
る 。
今
後 、
下
水
道
事

業
団
の
『
下
水
道
コ
ン
ク
リ

ー
ト

構
造
物
の
腐
食
抑
制
技

術
及
び
防
食
技
術
マ
ニ
ュ

ア

ル』
に
資
格
要
件
と
し
て
掲

載
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
資

格
の
認
知
度
を
さ
ら
に
向
上

さ
せ
て
い
き
た
い 。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
防
食
工
事

は
厳
し
い
環
境
下
で
の
施
工

と
な
り 、
現
場
の
作
業
者
は

そ
の
項
境
下
で
長
時
間
の
労

働
が
求
め
ら
れ
て
い
る 。
現

場
作
業
者
の
待
遇
改
菩
に
向

け
て
積
算
の
適
正
化
が
必
要

だ 。
発
注
者
の
理
解
を
得
て

待
遇
改
善
を
実
現
す
る
こ
と

で 、
優
秀
な
人
材
を
確
保

し 、
や
り
が
い
と
誇
り
を
持

っ
て
働
い
て
も
ら
え
る
よ
う

な
持
続
可
能
な
産
業・
業
界

に
し
て
い
き
た
い 。

ま
だ
ま
だ
防
食
工
事
に
関

す
る
認
知
度
は
高
い
と
は
言

え
な
い
こ
と
か
ら 、
協
会
活

凱
の
P
R
も
さ
ら
に
弾
化
し

て
い
き
た
い 。
と
く
に
中
小

市
町
村
や
地
方
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
対
し
て 、
協
会
や

業
界
の
認
知
度
向
上
や
防
食

に
関
す
る
知
識
の
啓
発
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
る 。

コンクリ ー ト防食の施工技術の開発、 施工品質管理技術の確立から！

防食被覆工事の品質確保と振興を

直］

一般社団法人日本コンクリート防食協会
〒101-0047 東京都千代田区内神田1-4-5レイアード大手町ビル401
TEL 03-5280-307 l FAX 03-5280-3073 http/ /www.nichibokyo.Jp 

J豆JERコンクリート補改修協会

①ジックレジンJ E工法
エポキシ樹脂ライニングエ法
（民間開発技術審宜証明第408号）

②ジックライトII•m工法
エポキシ樹脂積層工法

③カーボンセラミックエ法
カーボン繊維入りセラミックライニングエ法

④ジックレジン KG工法
耐有機酸エポキシ樹脂系

⑤ジックボー ドGR工法（旧ジックボー ド工法）
成型品被覆工法（シー トライニングエ法）
建設技術審査証明（下水道技術）第1839号

⑥ z モルタルK S500工法
モルタルライニングエ法

：上水道施設・下水道施設などの各種施設の新設・補修改修工事、防食工事

〒651-2116 神戸市西区南別府1丁目14-6
（事務局：日本ジッコウ（株）内）
TEL.078-977-0701 FAX.078�977-0722 
URL: http://www.jer.jp E-mail:info@jer.jp 

つくろう、 セメントの未来。
例えば、さまざまな補修・補強用のセメントを作っています。

コンクリ ート構造物において近年クロ ーズアップされる経年劣化による老朽化問題。
ライフサイクルコストの低減という観点からも、補修・補強がたいへん重要になってきています。
住友大阪セメントでは、工法を含めたトータル的な技術開発によって、
さまざまな劣化に合わせた構造物の補修・補強材料を取り揃え、
ィンフラの予防保全、補修、補強に貢献しています。 ．、

●住友大阪セメント株式会社
〒105-8641東京都港区東新橋1-9-2汐留住友ビル20階
https://www.soc.eo.jp/ 
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